
右側の二次元コードまたは下記ＵＲＬから専用フォームに
アクセスして入力をしてください。

　　　　
回答フォームＵＲＬ：https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto2/
                              uketsuke/form.do?id=1752566697673

　宇治田原町役場企画財政課　　ＴＥＬ８８－６６３２

１．本アンケートの回答は、原則として封筒のあて名ご本人にお願いします。

２．ご記入は、鉛筆または黒のボールペンでお願いします。

３．回答は、あてはまる番号を〇印で囲んでください。なお、「その他（　）」

　  にあてはまる場合は、具体的な内容を（　）内に記入してください。

　に郵便ポストに投函してください。（切手は不要です。）

●ＷＥＢでご回答いただく場合は、調査票の返送は必要ございません。

■本アンケートに関するお問い合わせ先

4．本アンケートには、調査票、インターネット（ＷＥＢ）のいずれかでご回答

●ご記入が終わられましたら、同封の返信用封筒に入れて８月２５日（月）まで

　住民のみなさまには、日ごろから、町政の推進にご理解とご協力をいただき、厚くお
礼申し上げます。

　さて、本町では男女がともに参画できる社会の実現を目指した「第２次宇治田原町男
女共同参画計画」に基づき、住民のみなさま一人ひとりがあらゆる分野に参画でき、い
きいきと過ごせるまちを創るため、様々な取組を行っております。

　男女共同参画社会に関する意識や実態を把握し、新たな施策の検討などに活用するた
め、アンケート調査を実施することといたしました。

　調査の対象は、町内にお住まいで２０歳以上の５００人を無作為に選ばせていただき
ました。
　
　この調査は無記名であり、調査票に記入された内容は統計的に処理しますので、個人
が特定されることはありません。また、内容が外部に漏れることもありませんので安心
して、日ごろのお考えをご記入ください。

　ご多用のところお手数をおかけしますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答いた
だきますようよろしくお願い申し上げます。

　令和７年７月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇治田原町長　勝　谷　聡　一
　

　　いただけます。

●ＷＥＢで回答する場合

男女共同参画社会に関する
アンケート調査
【ご協力のお願い】



 



問１　あなたの性別は。

問２　あなたの年齢は。

問３　あなたのお住まいはどちらですか。

問４　あなたは結婚されていますか。

問５　あなたと一緒に暮らしているご家族は。

問６　あなたの職業は。

（２つ以上の職業をおもちの場合は、主たる職業を１つだけ選んでください。なお、

出産・育児・介護などで休暇中の場合は、働いているものとして回答してください。）

　

問７　（問６で１、２、５とお答えされた方におたずねします。）

あなたの勤務先は、町内・町外のどちらですか。

問８　（結婚されている方におたずねします。）

あなたのご夫婦は共働きをしていますか。

１．町内　　　　　　　　　　　　２．町外　　　　

４．三世代世帯（親、子、孫）　　　５．その他の世帯（　　　　　　　　　　）

６．学生　　　７．家事専業　８．無職　　　９．その他　　　　

１．している　　　　　　　　　　２．していない　　　　

６．岩山　　７．禅定寺　　　８．立川　　　　９．湯屋谷　　１０．奥山田　　　１１．緑苑坂　　　

１．結婚している　　　　　　　　　　　　　　　　　２．結婚していない　　　　

３．結婚していないが異性と同居している　　　　　　４．離別、死別　　　　　　　　

１．会社員　　２．公務員　　３．農林業　　４．自営業　　５．パート・アルバイト・内職

１．単身世帯（ひとり暮らし）　　　２．一世代世帯（夫婦のみ）　　　３．二世代世帯（親、子）

１．男性　　　　　２．女性　　　　　３．どちらでもない　　　　　４．答えたくない

Ⅰ．あなたご自身のことについておたずねします

１．２０歳代　　２．３０歳代　　３．４０歳代　　４．５０歳代　　５．６０歳代　　６．７０歳以上

１．高尾　　２．郷之口　　　３．銘城台　　　４．荒木　　　５．南
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Ⅱ．男女平等に関する意識についておたずねします

問９　「男女共同参画社会」という言葉を知っていますか。

問１０　男女平等は憲法で保障されていますが、現在、日本の社会において男女の地位は、

どの程度平等になっていると思いますか。それぞれの項目について、あてはまる番号に〇

印をつけてください。

①家庭生活(家事・育児・介護面など)では

②職場では

③学校教育の場では

⑤政治や行政の政策・方針決定の場では

⑥法律や制度の上では

⑦社会通念や慣習・しきたりなどでは

⑧社会全体では

１．知っている　　　２．聞いたことはあるが、意味はよくわからない　　　３．知らない　　　　

 ※男女共同参画社会・・・男女が社会の対等なパートナーとして、社会のあらゆる分野の活

　動に参画し、利益を享受するとともに責任を担う社会。

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

6

1 2 3 4 5 6

④地域活動の場(自治会・ボランティア活動など)では 1 2 3 4 5

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

項　　　　目

男
性
の
方
が
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常
に
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遇
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て
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ど
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ら
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と
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え
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男
性
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さ
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性
の
方
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さ
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さ
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る
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非
常
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遇
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れ
て
い
る
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が
非
常
に
優
遇
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ど
ち
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が
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遇
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さ
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さ
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え
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が
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遇
さ
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て
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か
ら
な
い
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Ⅲ．男性・女性の活躍社会についておたずねします

問１１　女性のリーダーを増やす時に障害となるものはなんだと思いますか。

この中からいくつでもあげてください。（複数回答）

問１２　あなたは男性が家事・育児を行うことについて、どのようなイメージをお持ちですか。

この中からいくつでもあげてください。（複数回答）

４．子どもにいい影響を与える

５．男性も家事・育児を行うことは、当然である

６．家事・育児は女性の方が向いている

７．妻が家事・育児をしていないと誤解される 

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．現時点では、必要な知識や経験などをもつ女性が少ないこと

７．女性自身がリーダーになることを希望しないこと

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．仕事と両立させることは、現実として難しい

２．家事・育児を行う男性は、時間の使い方が効率的で、仕事もできる

３．男性自身も充実感が得られる

１．育児・介護・家事などにおける夫などの家庭の支援が十分でないこと

２．育児・介護の支援などの公的サービスが十分でないこと

３．長時間労働の改善が十分でないこと

４．上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと

５．企業などにおいて、管理職になると広域異動が増えること
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問１３　男性が仕事以外の生活を重視した働き方を選択することについて、あなたが受け入れ

られるものはどれですか。この中からいくつでもあげてください。（複数回答）

問１４　あなたは、育児や介護と仕事の両立を推進するために、どんなことが必要だと思いますか。

男性、女性それぞれについて、特に必要だと思うことを３つまでお答えください。

（１）男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと

（２）女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと

７．「男は仕事、女は家庭」という社会通念を改める

８．家族の理解・協力

９．育児や介護と仕事の両立を推進する必要性を感じない

10．特にない

11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(１)男性に必要なこと (２)女性に必要なこと

１．長時間労働を削減する

２．育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人事評価制度を作る

３．短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する

４．育児・介護休業時の経済的補償を充実する

５．保育・介護の施設やサービスを充実する

６．職場や上司の理解・協力

２．育児・介護のためにいったん離職する

３．仕事と育児・介護を両立するため、賃金が下がっても転職する

４．育児・介護のための連続休暇、短時間勤務制度を活用する

５．リフレッシュのための休暇を取得する

６．育児・介護のための休暇を取得する

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．主夫として、家事・育児・介護を行う
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Ⅳ．結婚や職業など生活全般についておたずねします

問１５　「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を知っていますか。

問１６　あなたは次の事柄について、どのように思いますか。それぞれの項目について、

あてはまる番号に○印をつけてください。

１．知っている　　　２．聞いたことはあるが、意味はよくわからない　　　３．知らない　　　　

③離婚を考えるほどの問題があれば離婚もやむを得ない 1 2

6④男性も家事・育児を行うことは、当然である 1 2 3 4 5

6

3 4 5 6

②結婚は個人の自由であり、結婚してもしなくてもよい 1 5

項　　　　目

①「夫は外で働き、妻が家を守る」という考え方 1 2 3 4 5 6

2 3 4

2 3 4 5 6

 ※ワーク・ライフ・バランス・・・一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事

　上の責任を果たす一方で、子育て・介護の時間や、家庭、地域、自己啓発等にかかる個人

　の時間を持ち、仕事と生活の双方の調和の実現ができること。

⑤私はワーク・ライフ・バランスを実現できている 1

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

わ
か
ら
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う

そ
う
思
う
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問１７　（現在企業や団体などで就労している方におたずねします。）

あなたの職業・職場について、あてはまるものをすべて選んでください。

問１８　（結婚されている方※におたずねします。※婚姻はしていないが異性と同居して

     いる方も含みます。）

結婚・出産後のあなたの就労・退職について満足していますか。

あてはまるものを１つだけ選んでください。

（男性も、自分の結婚後、配偶者の出産後の自分自身のことをお答えください。）

　のとして考えてください。

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　性的ないやがらせや脅迫などの言動。男性側の逆セクシュアル・ハラスメントも含むも

１．満足　　　　　　　　　　　　　　　　　２．退職せずに働きたかった　　　

３．退職せずに育児休暇をとりたかった　　　４．もっと長く育児休暇をとりたかった　　　　　　　　　　

５．もっと長期間働きたかった　　　　

６．もっと家庭生活を優先しながら働きたかった

７．退職して家庭や育児に専念したかった

６．性別のために上司や取引先などから信頼されないことがある

７．結婚したり、子どもが生まれたりすると勤めにくい

８．セクシュアル・ハラスメント※（セクハラ）の被害にあったことがある

９．身近にセクハラがあるのを知っている

10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  ※セクシュアル・ハラスメント・・・職場や教育現場などで行われる一方的な性的要求,

１．就職活動時に男女の不平等を感じた　　　　２．職務内容に男女の不平等を感じる　　　　

３．給与や昇進に男女の不平等を感じる　　　　４．研修機会などに男女の不平等を感じる　　　　　　　　　

５．女性の意見や価値観が尊重されない　　　　
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問２０　（結婚されている方、※におたずねします。※婚姻はしていないが異性と同居して

　　いる方も含みます。）

①

①掃除

②食事のしたく

③食事の後かたづけ、食器洗い

④洗たく

⑤育児（育児のある方のみお答えください）

⑥介護（介護のある方のみお答えください）

②

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

そ
の
他
の
人

わ
か
ら
な
い

1 2 3 4 5 6

５．子どもはつくらずに、そのまま職業を続けるほうがよい

６．子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほうがよい

７．わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたの家庭では、次のような家事を、主にだれが分担していますか。それぞれの
項目について、あてはまる番号に○印をつけてください。

項　　　　目 夫 妻
子
ど
も

家
族
全
員

問１９　女性が職業（収入のある仕事）をもつことについて、あなたはどのようにお考え
ですか。あてはまるものを１つだけ選んでください。

１．職業をもたないほうがよい　　　　　　

２．結婚するまでは、職業をもつほうがよい

３．子どもができるまでは、職業をもつほうがよい

４．子どもができても、ずっと職業を続けるほうがよい

１．満足　　　　　　　　　　　　　　　　　２．だいたい満足　　　

３．やや不満である　　　　　　　　　　　　４．不満　　　　　　　　　

あなたは家庭での現在の家事分担に満足していますか。あてはまるものを１つだけ
選んでください。

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　
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Ⅴ．人権についておたずねします

問２１　セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）が問題になっていますが、経験したり、

見聞きしたことがありますか。あてはまるものをすべて選んでください。

問２２　あなたはセクハラが起こる主な理由は何だと思いますか。あてはまるものを１つだ

け選んでください。

問２３　あなたは配偶者間の暴力（ドメスティック・バイオレンス）を身近に見たり、

聞いたりしたことがありますか。あてはまるものを１つだけ選んでください。

６．そういう言葉は聞いたことがない

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．自分自身がドメスティック・バイオレンスを受けたことがある

２．自分自身がドメスティック・バイオレンスと思える行為を相手にしたことがある

３．身近にドメスティック・バイオレンスを受けたことがある人を知っている

４．テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

５．見聞きしたことはない

６．そういう言葉は聞いたことがない

１．加害者だけでなく、セクハラを許すような社会の雰囲気に問題がある

２．被害者にセクハラを受ける原因がある

３．女性を「女の子」扱いし、一人前の社会人とみなさないから

４．男性優位の意識があるから

５．根強い男女の役割分担意識があるから

１．自分自身がセクハラを受けたことがある

２．自分自身がセクハラと思える行為を相手にしたことがある

３．身近にセクハラを受けたことがある人を知っている

４．テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

５．見聞きしたことはない
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問２４　女性に対する暴力や性犯罪、売買春、セクハラなどから人権を守るために何が必

要だと思いますか。あてはまるものをすべて選んでください。

問２５　配偶者間の暴力（ドメスティック・バイオレンス）に関する相談窓口（京都府家庭

　　 支援総合センターなど）があることを知っていますか。

Ⅵ．男女共同参画のまちづくりについておたずねします

問２６　府や町から審議会などの委員に就任してほしいと依頼されたらどうしますか。

あてはまるものを１つだけ選んでください。

問２７　宇治田原町のまちづくりや行政には、女性の意見が反映されていると思いますか。

あてはまるものを１つだけ選んでください。

１．知っている　　　２．聞いたことはあるが、詳しくは知らない　　　３．知らない　　　　

３．あまり反映されていない　　　　　　　　　４．全く反映されていない　　　　　　　　　　

５．わからない　　　　　　　　　　　　　　　　

６．テレビや出版物などのメディアにおいて、性や暴力表現にもっと配慮する

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

１．積極的に就任する　　　　　　　　　　　　２．時間などに余裕があれば就任する　　　　

３．知識や能力がある分野なら就任する　　　　４．断る　　　　　　　　

１．十分反映されている　　　　　　　　　　　２．まあまあ反映されている　　　　

１．犯罪の取り締まりを強化する　　　　　

２．法律・制度の制定や見直しをする

３．相談機関や保護施設を整備する

４．家庭における男女平等や性についての教育を充実させる

５．学校における男女平等や性についての教育を充実させる
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問２８　男女共同参画社会をつくるために、行政はどのようなことをしたらよいと

思いますか。あてはまるものを３つまで選んでください。

３．男女共同参画の視点に立った地域防災の取り組みを推進する

問２９　最後に、宇治田原町の男女共同参画のためのまちづくりについてご意見がありま

したら、ご自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。

この調査票は、８月２５日（月）までに、同封の返信用封筒に

入れて、ポストに投函してください。

11．何もする必要はない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６．保育施設や学童保育などを充実させる

７．高齢者や病人の介護施設などを充実させる

８．男性の人数と同数にするなど、より多くの女性を行政施策の審議等に登用する

９．自己実現や生きがい、余暇等、女性の生き方に関する情報や相談、教育を充実させる

10．各国の男女共同参画の情報提供や広い視野に立った国際交流を推進する

１．住民に男女共同参画についての啓発活動を進める

２．学校教育や社会教育等の場で、男女平等と相互の理解や協力についての学習を充実する

４．女性の就労機会を増やしたり、女性のための多様な職業教育・訓練を充実させる

５．育児休業・介護休暇などの制度を男女ともにもっと利用できるよう普及させる
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